
　信
じ
ら
れ
な
い
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
度
重
な

る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
選
挙
運
動

中
の
元
総
理
襲
撃
事
件
、
気
候

変
動
か
ら
の
自
然
災
害
、
お
さ

ま
り
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
、
そ
し
て
物
価
高
と
冬
の

よ
う
な
昨
年
で
し
た
。
厳
し
い

寒
さ
が
続
く
中
、
新
た
な
年
が

明
け
ま
し
た
。
節
分
、
立
春
と
、

春
も
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

　兎
に
ま
つ
わ
る
こ
と
わ
ざ
に

﹁
兎
の
登
り
坂
﹂
が
あ
り
ま
す
。

坂
を
登
る
こ
と
が
得
意
な
兎
に

ち
な
み
、
実
力
を
発
揮
す
る
こ

と
、
物
事
が
う
ま
く
進
む
こ
と

の
意
味
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　コ
ロ
ナ
対
策
、
子
ど
も
政
策

な
ど
、
課
題
山
積
だ
が
、
希
望

の
年
、
明
る
い
う
さ
ぎ
年
と
な

る
よ
う
願
う
日
々
で
す
。

和
賀

　直
義

編
集
後
記

令和５年２月１日

P.２ 特集　新成人との座談会
P.４ 小学６年生　議会を見学
P.10 一般質問
P.18 第６回臨時会
P.21 追跡リポート裏表紙にインタビュー記事があります

（和太鼓　幸）

和 太 鼓  「 幸 」和 太 鼓  「 幸 」和 太 鼓  「 幸 」
さ きさ き

響け！心へ！

広報広聴常任委員会

委　員　長　 佐藤　　牧

副委員長　 吉田　耕大

委　　員　 石垣　正博

委　　員　 熱海　文義

委　　員　 和賀　直義

委　　員　 若生　　寛

　
　

 

指
導
者　高

橋

　幸
也 

さ
ん

（
中
村
・
東
光
寺
住
職
）

チ
ー
ム
の
紹
介

　10
年
前
に
夫
婦
で
始
め
た
和
太
鼓

の
チ
ー
ム
で
す
。
最
初
は
練
習
場
所

も
定
ま
ら
ず
大
変
で
し
た
。

　現
在
は
、
町
の
文
化
会
館
に
お
世

話
に
な
り
、
週
１
回
練
習
し
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
７
名
︵
町
内
６
名
・

町
外
１
名
︶。

　一
緒
に
練
習
す
る
仲
間
も
増
え
、

和
太
鼓
﹁
幸
﹂
を
結
成
。

　町
内
に
お
い
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

た
か
は
し

や

ゆ
き

さき

和
太
鼓
で
好
き
な
こ
と
は
？

　新
し
い
リ
ズ
ム
を
体
得
し
た
と

き
。ま
た
、
ス
ト
レ
ス
発
散
が
で
き

て
気
持
ち
が
い
い
で
す
。︵
小
学
５

年
生
高
橋
伶
幸
く
ん
︶

音
を
あ
わ
せ
る
楽
し
さ

　太
鼓
教
室
で
は
な
く
、
和
太
鼓

を
通
し
て
一
つ
の
こ
と
に
打
ち
込

む
姿
勢
や
み
ん
な
で
音
を
あ
わ
せ

る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
と

一
緒
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

の
び
の
び
と
練
習

　文
化
会
館
は
練
習
す
る
場
と
し
て
、

最
高
で
す
。
気
持
ち
よ
く
の
び
の
び
と

練
習
が
で
き
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
で

す
。

今
後
の
活
動
は
？

　祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
訪
問

な
ど
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

イベントの際は

お声がけを！

り
ょ
う
こ
う

高橋  幸也 さん

ま り

高橋  真理 さん

24
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将
来
、
父
の
会
社
を
継
ぐ
と
思
う
。

大
学
で
イ
ン
テ
リ
ア
を
勉
強
中
。

　
若
い
人
が
集
ま
っ
て
く
る
町
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。
移

住
者
へ
の
助
成
金
支
給
や
新
し
い
大

郷
の
特
産
品
を
作
っ
た
り
、
複
合
施

設
な
ど
を
町
内
に
あ
る
会
社
と
行
政

が
協
力
し
て
作
っ
て
ほ
し
い
。

　
看
護
学
校
で
勉
強
中
。
さ
ら
に
助

産
学
校
を
受
験
す
る
。

　
高
校
時
代
、
住
民
バ
ス
の
本
数
が

少
な
く
不
便
だ
っ
た
。
時
間
帯
と
本

数
を
再
考
し
、
も
っ
と
学
生
に
寄
り

添
っ
た
交
通
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
若
い
人
か
ら
ど
う
い
う
商
業
施
設

が
い
い
か
と
い
う
意
見
を
聞
く
場
を

設
け
て
ほ
し
い
。

　
保
育
士
を
目
指
し
短
期
大
学
で
学

ん
で
い
る
。

　
大
郷
町
の
子
育
て
支
援
は
充
実
し

て
い
る
の
で
、
自
分
が
子
育
て
す
る

に
は
い
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
若
い

人
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
ア
プ
リ
で
町
の
情

報
発
信
を
し
た
ら
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
柔
道
整
復
師
の
勉
強
を
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
し
て
い
る
人
な
ど
の
助
け

に
な
る
職
業
を
目
指
し
て
い
る
。

　
近
く
に
病
院
が
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

で
け
が
を
し
た
時
、
親
に
迷
惑
を
か

け
た
。
町
の
中
心
部
に
す
ぐ
対
応
で

き
る
接
骨
院
や
病
院
を
組
み
込
ん
だ

施
設
が
ほ
し
い
。

　
大
学
（
富
士
大
）
で
プ
ロ
野
球
選

手
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
る
。

　
交
通
機
関
が
少
な
く
、
緊
急
の
場

合
も
す
ぐ
に
病
院
に
行
け
な
い
。
高

齢
者
も
多
い
の
で
そ
う
い
う
施
設
が

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

　
病
院
、
商
業
施
設
、
銀
行
な
ど
が

近
く
に
あ
る
と
安
心
す
る
と
い
う
人

が
多
い
と
思
う
。

令和４年12月９日、成人式運営委員と
「大郷町に思うこと」や
「将来の夢」について
座談会を行いました。

※民法上では2022年４月１日時点で18歳、19歳の方が成人と
　なりましたが、大郷町では20歳で成人式を行っています。

※

田
口

　愛
珠
美
さ
ん

斎
藤

　柚
花
さ
ん

太
田

　千
裕
さ
ん

高
橋

　ほ
の
か
さ
ん

宍
戸

　樹
生
さ
ん（学
生
）

高
橋

　凌
平
さ
ん

田
口

　愛
珠
美
さ
ん

斎
藤

　柚
花
さ
ん

太
田

　千
裕
さ
ん

高
橋

　ほ
の
か
さ
ん

宍
戸

　樹
生
さ
ん

高
橋

　凌
平
さ
ん（学
生
）

（
学
生
）

た
か

お
お

さ
い

たと
う

ちゆ
ず

ひ
ろか

たた
か

し
し

ぐ
ちど は

し
は
し

あた
つ

り
ょ
う

すき へ
い

み （
社
会
人
）

（
学
生
）

（
学
生
）

▲成人式の晴れ姿

新成人との座談会
特集

－大郷町をこんな町に－

　
石
巻
市
の
高
校
で
事
務
職
を
し
て

い
る
。

　
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
施
設
や
、
買
い

物
が
で
き
る
お
店
が
ほ
し
い
。
そ
う

い
う
施
設
が
あ
れ
ば
若
い
人
が
来
る

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
若
い
世
代
が
住
み
や
す
い
よ
う
に
、

子
育
て
支
援
な
ど
を
重
点
的
に
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

二十歳

3 2



大郷小
6年生
大郷小
6年生

　僕は議会に行って学んだことがあります。
それは、話し合いの仕方です。議会を見てい
て、僕は話がまとまっていてかつスピーディ
ーだと思いました。
　これが気になった僕は、議会の人たちをよ
く見ていて気づいたことがありました。役割
が、大きく三つに分かれていることが分かり
ました。その三つの役割とは話し合いを進め
る人、質問する人、質問に答える人です。役
割がきちんと整っていたから素早く質問した
り、答えたりできるのだと分かりました。
　僕は、議会に見学に行って学んできたこと
をこれからの話し合いで活かしたいです。

小野　健留 さん
（６年１組）

5 4

お の たけ る くまがい ふ ゆ

議会 を

　 見学

　私は初めて議会の様子を見ました。
　前期に「わたしたちの生活と政治」という
社会の勉強をしました。そこに、議会の様子
や議会に参加する人などいろいろなことが、
詳しく書かれていました。しかし、教科書や
先生に教えてもらうよりも実際に見たほうが
分かりやすいなと思いました。自分たちの生
活に関することなどを詳しく話していて、聞
いていてなんだか楽しかったし、こんなに自
分たちのことを考えてくれていてとても嬉し
かったです。話し合っている様子は、少し国
語の勉強に似ていて面白いなと思いました。
　今後、話し合いなど自分の意見などを発言
するときは、議会で見学したことを思い出し
て、積極的に自分の意見を言おうと思いまし
た。

熊谷　芙雪 さん
（６年１組）

　議会見学をして、「空き地、空き家」につ
いて聞いているとやはり納得する部分があり
ました。最初の「いじめ」についても僕たち
子どものことを考えて議論をされていて改め
てありがたいと思いました。
　議員の方々や町長さんたち一人一人がちゃ
んと資料を持って議論をしていました。町民
の方々も自分の思っていることを熱く言って
いたので少しびっくりしました。議長さんが
止めたにも関わらず、自分の意見を強く言っ
ていたところも驚きましたが、それだけ大郷
町のために言ってくれているんだなと思いま
した。
　分からないところもありましたが、初めて
議会を見て、興味を持つことができました。

戸田　大翔 さん
（６年２組）

初めての議会に興味

と だ ひろ と

　今日、初めて議会を見ました。私たちはマ
スクで話すとモゴモゴしていてよく話が分か
りませんが、議員さんたちはハッキリと喋っ
て意見を言っていました。大人の社会は、厳
しいことが分かりました。最初は、議会には
興味が全然ありませんでした。でも、実際に
議会を見たら、テレビで見るより空気が重く
て緊張しました。
　また、女性の議員さんは、全然いないと勝
手に思ったのですが思った以上に女性の議員
さんがいてビックリしました。町の代表の議
員さん、町長さん方がいて、話し合いをする
ことで今の平和な大郷町が成り立っているん
だなと思いました。議員さん町長さんには感
謝しかないです！

松崎　ゆな さん
（６年２組）

見学で学んだこと 自分の意見を積極的に大人の社会は厳しい

まつざき

令和５年２月 令和５年２月

大郷小学校６年
生69人。12月
１日の一般質問
の様子を見学し
ました。

№209おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

№209おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会



ボイラー改修ボイラー改修

ふ
る
さ
と
納
税

問

　返
礼
品
の
ク
レ
ー
ム
は
な
い
の
か
。

答

　今
は
な
い
。
ク
レ
ー
ム
の
出
な
い
返

礼
品
を
作
っ
て
い
く
。

高
齢
者
シ
ェ
ル
タ
ー

問

　事
業
内
容
は
。

答

　緊
急
性
が
あ
る
場
合
一
時
的
に
保
護

す
る
制
度
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。

地
域
観
光
資
源
活
用
看
板
商
品
創
出
事
業

問

　事
業
内
容
は
。

答

　主
な
も
の
は
、
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
観
光
資
源
へ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

観
光
戦
略
な
ど
の
策
定
業
務
。

災
害
援
護
資
金
貸
付
金

問

　減
額
の
理
由
は
。

答

　７
月
の
豪
雨
に
よ
る
床
上
浸
水
８ 

件
を
想
定
し
計
上
し
た
が
、
申
し
込
み
が

な
か
っ
た
。

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

問

　開
催
理
由
は
。

答

　調
査
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

案
件
が
あ
る
た
め
。

そ
の
他
の
質
疑

問

　補
助
金
が
少
な
い
の
で
は
。

答

　卓
球
部
男
子
が
出
場
す
る
全
国
大
会
は
、
令
和
５
年
３

月
に
利
府
町
で
開
催
さ
れ
、
宿
泊
費
な
ど
が
必
要
な
い
た
め
。

問　改修工事の内容は。

答　20年以上経過しているので、ボイラー

と暖房用の温水ヒーターを改修。

問　委員会の内容は。

答　コロナワクチン接種の後遺症被害調査に

対応する委員会が必要となった。医師２名、

保健所職員、担当課長の合計４名である。

問　増額の要因は。

答　20％以上売り上げが減少した事業所が

対象。コロナ禍が収束せず、当初予算に不足

が生じたため。

給食センター給食センター

中学校
卓球部男子

事業継続支援交付金

中学校
卓球部男子

事業継続支援交付金けやき坂ガーデン
道路照明灯

けやき坂ガーデン
道路照明灯

140
万円

予防接種健康被害
調査委員会

予防接種健康被害
調査委員会

問　照明灯設置時期は。

答　材料などの手配もあるので年度内に設置

予定。

問　内容と対象者は。

答　７月豪雨災害を受けた大松沢の園芸施設。

５社が対象で、上限200万円。

農業施設経営継続支援農業施設経営継続支援1000
万円

180
万円

138
万円

3293
万円

2万
6000円

1万
9000円

問　内容は。

答　地域水田農業推進協議会の事務費に係る

補助金である。

経営所得安定対策
事業補助金

経営所得安定対策
事業補助金

学校給食センター
全国大会出場

　一般会計は給食センターボイラーなど改修、農業施設経営継続支援補助金、けやき坂ガー

デン入口への道路照明灯設置など5350万5000円を追加し、歳入歳出それぞれ76億9356万

3000円となり、６特別会計および水道事業会計の補正予算も原案どおり可決しました。

補正予算

12月定例会

（第９号）

補正予算全国大会出場

定
例
会

定
例
会

令和５年２月 令和５年２月7 6
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議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）分類

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
に係る固定資産税の課税免除に関する条例の制
定について

情報通信技術を活用した行政の推進に関する条
例の制定について

町議会議員及び町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部改正について

町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正について

特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関す
る条例の一部改正について

職員の給与に関する条例の一部改正について

町営住宅条例の一部改正について

財産の無償貸付について

一般会計（第9号） 76億9356万円（5351万円↑）

国民健康保険（第3号）
 9億2024万円（965万円↑）

介護保険（第2号） 債務負担行為補正

下水道事業（第2号）
 2億2638万円（88万円↑）

農業集落排水事業（第1号）
 5744万円（136万円↑）

戸別合併処理浄化槽（第2号）
 1億1274万円（187万円↑）

宅地分譲事業（第1号）
 1億3216万円（370万円↑）

水道事業会計（第2号）
①収益的支出：2億4386万円（29万円↓）

特

　
　別

　
　会

　
　計

補

正

予

算

議

案

定
例
会
一
般
議
案

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

議　案
第67号

議　案
第68号

議　案
第69号

議　案
第70号

議　案
第71号

議　案
第72号

議　案
第73号

議　案
第74号

議　案
第75号

議　案
第76号

議　案
第77号

議　案
第78号

議　案
第79号

議　案
第80号

議　案
第81号

議　案
第82号

【件　　名】

請  願
【提　出　者】

仙台民主商工会

会長　三戸部尚一

総務産業常任委員会に付託し

審査を行うものとする

「消費税インボイス制度（適格請求書等

保存方式）実施延期を求める意見書」提

出についての請願書

P6．7

P8
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定
例
会

▲完成した災害公営住宅

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
に

係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例

　
過
疎
指
定
を
受
け
て
、
産
業

の
持
続
的
発
展
を
図
る
優
遇
措

置
と
し
て
の
条
例
制
定
。

　
製
造
業
・
農
林
水
産
物
等
販

売
業
な
ど
が
対
象
。

︻
議
案
第
67
号
︼

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例

　
各
種
申
請
お
よ
び
届
出
な
ど

に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
手
続
き
を
可
能
と
す
る
た
め
、

そ
の
根
拠
規
定
と
し
て
制
定
。

問

　経
費
は
１
０
０
％
国
の
負

担
か
。
周
知
徹
底
は
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
町
独
自
の
行
政
手
続
き
に

係
る
も
の
で
、
国
庫
補
助
な
ど

は
な
い
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

広
報
２
月
号
に
掲
載
し
た
い
と

思
う
。 

︻
議
案
第
68
号
︼

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
よ
り
選
挙
運
動
用
自
動

車
な
ど
の
公
費
負
担
限
度
額
の

改
正
。 

︻
議
案
第
69
号
︼

町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
期
末

手
当
を
０
・
０
５
カ
月
分
引
き

上
げ
る
。 

︻
議
案
第
70
号
︼

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者

の
給
与
及
び
旅
費
に
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
議
案
第
70
号
と
同
様
の
改
正
。

︻
議
案
第
71
号
︼

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
高
卒

の
初
任
給
で
４
０
０
０
円
、
俸

給
月
額
の
平
均
０
・
３
％
、
勤

勉
手
当
を
０
・
１
０
月
分
引
き

上
げ
る
。 

︻
議
案
第
72
号
︼

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　
建
設
中
の
災
害
公
営
住
宅
が

年
内
入
居
可
能
と
な
る
の
で
追

加
す
る
も
の
。︻
議
案
第
73
号
︼

名
称
：
原
団
地

位
置
：
中
村
字
原
５
番
地
の
５

問

　入
居
時
の
家
賃
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
　
入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て

算
定
。

財
産
の
無
償
貸
付
（
継
続
）

　
中
村
の
旧
煙
草
会
館
と
旧
黒

川
高
大
郷
校
一
部
を
駐
車
場
と

し
て
㈱
伊
達
屋
に
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
無
償
貸
付
す
る
も

の
。 

︻
議
案
第
74
号
︼

問

　操
業
予
定
は
。

答
　
現
在
工
事
中
。
４
月
か
ら

開
始
予
定
。

▲㈱伊達屋社屋改装中（旧煙草会館）

8令和５年２月
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問

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
、
今
年
10
月
現
在
で
50

％
を
突
破
し
た
と
総
務
省
で
発

表
。　本

町
の
交
付
率
は
、
５
月
１

日
現
在
で
27
・
６
％
。
カ
ー
ド

交
付
の
状
況
は
予
定
ど
お
り
進

ん
で
い
る
の
か
。

答

　町
長

　10
月
末
現
在
で
、

36
・
１
％
。
10
月
よ
り
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
徐
々
に
上
昇
し

て
い
る
。

問

　現
在
の
カ
ー
ド
交
付
率
か

ら
見
て
、
国
が
示
し
て
い
る
来

年
３
月
ま
で
に
、﹁
ほ
ぼ
町
民

全
員
﹂
の
カ
ー
ド
取
得
は
可
能

な
の
か
。

答

　町
長

　人
そ
れ
ぞ
れ
様
々

な
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
町
民

全
員
の
取
得
は
難
し
い
と
推
察

し
て
い
る
。
役
場
ロ
ビ
ー
に
お

け
る
申
請
サ
ポ
ー
ト
や
、
職
員

が
地
区
や
各
種
団
体
の
会
議
な

ど
に
出
向
き
対
応
し
て
い
き
た

い
。

問

　県
内
で
も
一
番
低
い
状
況

に
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
交

付
率
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

　総
務
課
長

　９
月
の
時
点

で
、
県
の
市
町
村
課
か
ら
、
大

郷
は
特
に
交
付
率
が
低
い
旨
の

電
話
が
あ
っ
た
。

答

　町
民
課
長

　10
月
か
ら
様

々
な
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

お
り
、
11
月
20
日
現
在
で
申
請

率
が
53
・
５
％
と
伸
び
て
き
て

い
る
。

問

　総
務
省
は
カ
ー
ド
の
取
得

率
が
低
い
９
６
３
自
治
体
に
対

し
﹁
重
点
的
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

対
象
団
体
﹂
に
指
定
し
た
。
本

町
に
は
そ
の
通
知
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
対
策
を
国
に
報
告
し

て
い
る
の
か
。

答

　総
務
課
長

　本
町
の
交
付

率
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
指
定

さ
れ
て
い
る
。
改
善
策
な
ど
に

つ
い
て
は
、
国
へ
の
報
告
は
な

い
。

問

　カ
ー
ド
の
交
付
率
に
応
じ

て
、
地
方
交
付
税
の
配
布
に
格

差
を
つ
け
る
通
知
が
総
務
大
臣

か
ら
来
て
い
る
の
か
。

問

　児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
１
年

数
カ
月
が
経
っ
た
。

　端
末
使
用
に
よ
る
問
題
点
な

ど
な
か
っ
た
の
か
。

答

　教
育
長

　様
々
な
ア
プ
リ

の
登
録
や
設
定
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
教
職
員
の
校
務
用
パ

ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
や
、
新
た
な
授
業
用
パ
ソ
コ

ン
の
購
入
な
ど
が
必
要
。

答

　町
民
課
長

　今
後
検
討
す

る
と
い
う
内
容
の
話
が
あ
る
が
、

正
式
な
通
知
は
来
て
い
な
い
。

問

　令
和
６
年
よ
り
、
小
学
５

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
の
英
語

で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
導
入
さ

れ
る
。
通
達
内
容
は
。

答

　教
育
長

　デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
導
入
時
期
な
ど
の
通
達
は

ま
だ
な
い
。

※

以
下
カ
ー
ド

小・中
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は

マイナンバーカード交付に全力を

申請サポートに努力する（町長）

▲マイナンバーカード受付（町民課）

石垣　正博議
員

いし がき まさ ひろ

一
般
質
問

11 令和５年２月
№209おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

石垣　正博 議員

大友　三男 議員

吉田　耕大 議員

高橋　重信 議員

千葉　勇治 議員

和賀　直義 議員

若生　　寛 議員

まさひろいしがき

おみつおおとも

たかはし

なおよしわ

ゆうち じ

ひろし

ば

が

わこ う

やすひろ

しげのぶ

よし だ

質問議員 質　　問　　件　　名

1．マイナンバーカード交付率向上に全力を
2．小・中学校におけるデジタル教科書について

1．不登校問題について
2．公社への貸付金（未収金）について

1．コロナウイルス感染拡大防止対策を

1．施政方針の主たる取り組みの進捗状況について
2．本町の定住化対策について
3．物価高騰による住民福祉対策について

1．古民家の有効活用について
2．空き地・空き家バンクの有効活用について
3．地域おこし協力隊について

1．復興まちづくり（中粕川地区・かわまちづくり事業）について
2．けやき坂ガーデン団地の緊急避難路について

1．急増するイノシシ対策は
2．７月豪雨の復旧状況は

ただ

10令和５年２月

掲載ページ

P.11

P.12

P.13

P.14

P.15

P.16

P.17

次ページから一般質問

№209おおさとおおさと
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古民家（旧櫻井家）の有効活用を

地域との共生として活用する（町長）

▲活用が期待される旧櫻井家

問

　古
民
家
を
歴
史
民
俗
資
料

館
と
す
る
な
ど
検
討
し
て
い
る

が
、
利
用
す
る
目
的
は
。

答

　町
長

　古
民
家
を
活
用
す

る
際
に
は
、
従
来
の
歴
史
民
俗

資
料
館
な
ど
で
は
な
く
、
町
内

外
の
皆
様
が
、
気
軽
に
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
な
展
示
方
法
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
。

問

　カ
フ
ェ
や
宿
泊
施
設
な
ど

と
し
て
有
効
活
用
す
る
考
え
は
。

答

　町
長

　民
間
企
業
と
協
力

し
、
地
域
と
の
共
生
や
情
報
発

信
基
地
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
な
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

て
い
き
た
い
。

問

　空
き
地
・
空
き
家
バ
ン
ク

の
現
在
の
状
況
は
。

答

　町
長

　家
屋
が
２
件
、
土

地
登
録
21
件
登
録
さ
れ
て
い
る
。

土
地
・
家
屋
合
わ
せ
て
30
件
が

契
約
さ
れ
、
移
住
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

問

　空
き
地
・
空
き
家
の
調
査

を
、
配
達
で
様
々
な
と
こ
ろ
を

回
ら
れ
て
い
る
郵
便
局
と
連
携

す
る
考
え
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　

郵
便
局
は
町
の
隅
々
ま
で
行
く

の
で
考
え
て
い
き
た
い
。

問

　空
き
家
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
が
。

答

　町
長

　﹁
空
き
家
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
﹂﹁
空
き

家
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
﹂

を
念
頭
に
、
空
き
家
の
発
生
抑

制
に
つ
な
が
る
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

問

　受
け
入
れ
活
動
内
容
の
拡

充
を
。

答

　町
長

　活
動
内
容
に
制
限

は
な
い
の
で
、
今
後
も
様
々
な

分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
隊
員
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　

問

　隊
員
の
活
動
計
画
な
ど
事

業
所
と
連
携
は
で
き
て
い
る
の

か
。

答

　町
長

　受
け
入
れ
事
業
者

と
共
に
で
き
る
限
り
の
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
満
足
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
を
移
住
定
住
担
当
や
教
育
分

野
に
置
く
考
え
は
。

答

　町
長

　そ
の
よ
う
な
希
望

に
沿
え
る
よ
う
に
受
け
皿
を
町

と
し
て
も
検
討
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

定
住
対
策
を

空
き
地
・
空
き
家
バ
ン
ク

の
有
効
活
用
を

吉田　耕大
よし だ やす ひろ

議
員

令和５年２月
№209おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

一
般
質
問
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問

　い
じ
め
は
被
害
者
も
加
害

者
も
一
生
心
の
傷
と
な
り
、
将

来
に
影
響
す
る
問
題
で
あ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
子
ど
も
や
親

に
向
け
た
不
登
校
経
験
者
の
講

演
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
有
効

と
考
え
る
が
。

答

　教
育
長

　い
じ
め
に
よ
る

不
登
校
は
絶
対
に
避
け
た
い
の

で
、
保
護
者
向
け
、
子
ど
も
向

け
の
講
演
会
な
ど
も
考
え
て
い

く
。

問

　親
や
子
ど
も
た
ち
が
、
学

校
や
教
育
行
政
を
信
用
し
て
い

る
中
で
、
い
じ
め
が
発
生
す
る

こ
と
は
、
信
頼
を
裏
切
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
。

答

　教
育
長

　教
育
委
員
会
と

し
て
、
先
生
と
子
ど
も
た
ち
や
、

保
護
者
と
の
信
頼
関
係
の
醸
成

を
一
番
に
行
っ
て
い
く
。

問

　７
５
０
０
万
円
の
公
金
を

貸
し
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
田
中
町
長
が
手
が
け
た
フ

ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
事
業
廃
止
に

よ
る
も
の
。

 

町
長
の
責
任
で
、
全
額
一
括

返
金
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答

　町
長

　交
付
金
の
一
部
で

あ
る
２
５
０
０
万
円
を
令
和
５

年
３
月
20
日
に
返
金
。
残
額
を

次
年
度
の
財
務
状
況
に
よ
り
返

金
す
る
。

問

　不
登
校
件
数
は
。

答

　教
育
長

　10
月
末
現
在
、

小
学
校
が
２
名
、
中
学
校
が
５

名
。

問

　学
校
に
復
帰
で
き
ず
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
に
も
行
け
な
い
子
ど

も
の
学
習
と
し
て
、
自
宅
で
の

リ
モ
ー
ト
学
習
の
環
境
を
整
備

す
べ
き
で
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
で
の
家
庭
学
習
を
検
討
し

て
い
る
が
、
実
現
で
き
て
い
な

い
。

問

　㈱
お
お
さ
と
地
域
振
興
公

社
に
貸
し
付
け
た
７
５
０
０
万

円
の
早
期
解
消
に
努
め
ら
れ
た

い
と
の
大
郷
町
監
査
委
員
の
意

見
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答

　町
長

　毎
年
返
還
に
つ
い

て
通
知
し
て
い
る
。
監
査
委
員

か
ら
の
意
見
を
重
く
受
け
止
め
、

早
期
返
済
完
了
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
き
た
い
。

問

　９
月
現
在
、
公
社
の
純
利

益
が
７
５
５
万
円
、
現
金
預
金

が
１
億
１
２
６
５
万
円
で
あ
る
。

一
括
返
金
能
力
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
な
ぜ
返
金
困
難
と
判

断
し
た
の
か
。

答

　財
政
課
長

　毎
年
返
還
の

通
知
を
出
し
て
い
る
。
一
方
公

社
か
ら
は
、
運
転
資
金
な
ど
も

あ
り
、
一
括
返
金
は
難
し
い
と

の
話
が
あ
っ
た
。

公社への貸付金の早期解消を

返済するよう指導する（町長）

不
登
校
へ
の
対
応
を

一
般
質
問

▲ガーデン事業が計画された牧場跡地

大友　三男
おお とも みつ お

議
員

12令和５年２月
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里山プロジェクト構想は

官 民 連 携 で 事 業 展 開（ 町 長 ）

▲「にぎわい拠点」となるか？（粕川大橋上流部）

千葉　勇治議
員

ち ば ゆう じ

問

　施
政
方
針
で
、﹁
縁
の
郷
・

里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
﹂
で

﹁
地
産
地
消
﹂
を
図
り
地
域
活

性
化
を
進
め
移
住
定
住
に
発
展

さ
せ
て
い
く
計
画
の
進
捗
状
況

は
。

答

　町
長

　官
民
連
携
に
よ
る

事
業
展
開
を
想
定
し
、
民
間
企

業
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
事
業

の
実
現
性
や
企
業
の
信
用
性
、

町
が
求
め
る
イ
メ
ー
ジ
と
の
整

合
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

問

　年
度
内
に
方
向
づ
け
で
き

て
い
る
の
か
。

答

　町
長

　年
度
内
中
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
本
町
の
利
益
に
つ
な

が
る
事
業
で
あ
れ
ば
進
め
て
い

き
た
い
。

問

　取
り
組
み
状
況
は
。

答

　復
興
推
進
課
長

　協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
住
民
の
皆
様
と

直
接
意
見
交
換
の
上
、
方
向
性

を
検
討
し
て
い
く
。

問

　協
議
会
設
置
要
綱
第
７
条

に
、﹁
秘
密
の
保
持
﹂
に
つ
い
て

条
項
が
あ
る
が
、
協
議
会
の
趣

旨
か
ら
し
て
反
す
る
の
で
は
。

答

　復
興
推
進
課
長

　今
後
協

議
会
運
営
の
中
で
、
不
透
明
な

部
分
が
生
じ
れ
ば
設
置
要
綱
の

改
定
も
踏
ま
え
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問

　北
海
道
清
水
町
で
は
、
定

住
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
町
の

奨
学
資
金
を
利
用
し
て
い
る
若

者
が
卒
業
後
５
年
間
地
元
に
定

住
し
町
内
外
に
就
業
し
た
場
合
、

奨
学
資
金
を
免
除
し
て
い
る
こ

と
で
定
住
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
本
町
で
も
検
討
し
て
は
。

答

　町
長

　定
住
対
策
と
し
て

奨
学
金
の
免
除
ま
た
は
返
還
支

援
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
一
部

を
国
の
特
別
地
方
交
付
税
で
措

置
す
る
改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、

費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

奨
学
資
金
免
除
を

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

令和５年２月
№209おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

一
般
質
問

15

復興まちづくりの展開は

かわまちづくり事業の検討（町長）

一
般
質
問

高橋　重信
たか はし しげ のぶ

議
員

問

　移
住
さ
れ
て
き
た
方
が
困

っ
て
い
る
と
き
は
、
町
が
先
頭

に
な
り
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

　

町
有
地
で
は
な
い
土
地
に
町
が

手
を
付
け
る
の
は
難
し
い
。

　団
地
の
方
と
事
業
者
・
地
権

者
の
間
に
入
り
解
決
を
図
る
こ

と
が
現
在
で
き
る
範
囲
で
あ
る
。

問

　令
和
元
年
の
台
風
19
号
、

令
和
４
年
７
月
15
日
の
線
状
降

水
帯
に
よ
り
県
道
利
府
松
山
線

が
二
度
も
冠
水
し
、
大
変
な
思

い
を
し
た
。

　現
在
も
緊
急
避
難
路
が
な
い

状
況
に
対
す
る
見
解
は
。

答

　町
長

　県
に
対
し
、
県
道

の
早
急
な
か
さ
上
げ
を
要
望
し

て
い
る
。

　ま
た
、
団
地
の
開
発
事
業
者

が
所
有
す
る
団
地
南
側
の
高
台

の
土
地
に
つ
い
て
、
災
害
発
生

時
の
使
用
承
諾
を
得
て
い
る
。

　大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
事
前
に
車
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
冠
水
し
た
と
き
、

外
部
へ
の
移
動
が
可
能
と
な
る
。

問

　復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

答

　町
長

　全
体
事
業
費
に
対

す
る
契
約
ベ
ー
ス
で
宅
地
か
さ

上
げ
が
88
％
、
防
災
避
難
緑
地

が
42
％
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
11
％
、
避
難
道
路

が
令
和
５
年
か
ら
着
手
と
な
る
。

問

　今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

　町
長

　災
害
か
ら
の
復
旧

に
と
ど
ま
ら
ず
、﹁
か
わ
﹂
と

そ
れ
に
つ
な
が
る
﹁
ま
ち
﹂
の

持
続
可
能
な
地
域
の
活
性
化
を

目
的
に
、
景
観
、
歴
史
、
文
化

お
よ
び
観
光
基
盤
な
ど
の
﹁
資

源
﹂
や
﹁
知
恵
﹂
を
活
か
し
、

地
域
住
民
、
民
間
事
業
者
、
町
、

国
土
交
通
省
の
連
携
の
も
と
、

中
粕
川
だ
け
で
な
く
川
北
を
中

心
と
し
た
新
し
い
文
化
形
成
を

考
え
て
い
る
。

▲かわまちづくり事業予定地

「
け
や
き
坂
」
の

　
　

 

緊
急
避
難
路
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問

　イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
お

よ
び
目
撃
情
報
は
。

答

　町
長

　被
害
報
告
12
件
、

目
撃
情
報
５
件
で
あ
る
。

問

　人
的
被
害
が
出
る
前
に
対

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答

　副
町
長

　駆
除
隊
︵
猟
友

会
︶
の
方
々
と
協
議
し
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
た
い
。

問

　捕
獲
用
お
り
、
わ
な
の
設

置
状
況
ま
た
成
果
は
。

答

　町
長

　被
害
や
出
没
状
況

を
勘
案
し
、
６
基
の
お
り
を
各

所
に
継
続
的
に
設
置
し
31
頭
を

捕
獲
し
た
。

問

　捕
獲
お
り
設
置
の
増
加
を
。

答

　副
町
長

　駆
除
隊
と
協
議

し
、
増
や
す
方
向
で
考
え
た
い
。

問

　狩
猟
免
許
取
得
の
状
況
は
。

ま
た
取
得
支
援
の
拡
充
を
。

答

　町
長

　新
規
わ
な
免
許
取

得
は
２
件
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
免
許
取
得
の
促
進
を

図
り
広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問

　農
業
法
人
に
は
若
者
が
多

く
就
労
し
て
い
る
。
狩
猟
、
わ

な
免
許
取
得
を
働
き
か
け
て
は
。

答

　町
長

　そ
の
よ
う
に
進
め

た
い
。

問

　処
理
施
設
も
必
要
で
は
。

答

　町
長

　31
頭
捕
獲
と
い
う

実
態
を
考
え
、
そ
ろ
そ
ろ
処
理

施
設
・
加
工
施
設
お
よ
び
商
品

化
で
き
る
も
の
は
商
品
化
し
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問

　農
業
施
設
、
農
地
被
害
の

復
旧
状
況
は
。

答

　町
長

　農
業
施
設
は
応
急

工
事
を
完
了
。
本
復
旧
工
事
は

分
担
金
が
発
生
す
る
の
で
行
政

区
長
と
協
議
中
。

　農
地
の
復
旧
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問

　令
和
元
年
台
風
災
害
と
同

じ
場
所
の
被
害
が
多
い
、
改
良

復
旧
対
応
が
必
要
で
は
。

答

　町
長

　原
形
復
旧
が
原
則

で
あ
る
。
し
か
し
町
単
独
事
業

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
混
ぜ
、
の

り
面
の
強
度
を
強
く
す
る
な
ど

実
施
し
て
い
る
。

　災
害
復
旧
制
度
は
県
や
国
と

協
議
の
場
を
持
ち
た
い
。

問

　土
地
改
良
区
関
係
は
激
甚

災
害
指
定
と
の
こ
と
だ
が
、
改

良
区
域
外
と
復
旧
に
不
公
平
は

な
い
か
。

答

　町
長

　本
町
に
激
甚
災
害

対
象
箇
所
は
な
い
。
農
地
の
復

旧
は
全
て
町
の
補
助
事
業
の
対

象
な
の
で
不
公
平
感
は
な
い
。

イノシシ捕獲おり設置状況は

６ 基 を 各 所 に 設 置 （ 町 長 ）

▲おりの効果的な設置を

７
月
豪
雨
復
旧
状
況
は

若生　　寛議
員

わこ う ひろし

一
般
質
問

17 令和５年２月
№209おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
▲大切な人のために

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
８
波
が

到
来
し
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
も
ふ
ま
え
、
今
こ

そ
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
知

恵
を
出
し
合
い
、
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
を
克
服
す
る
と
き
だ
。

　
直
近
の
感
染
状
況
、
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
状
況
は
。

答
　
町
長

　保
健
所
単
位
で
の

公
表
と
な
っ
て
お
り
、
塩
釜
保

健
所
黒
川
支
部
の
感
染
状
況
は
、

11
月
27
日
発
表
分
で
１
６
２
人

で
前
週
よ
り
60
人
増
加
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
11
月

28
日
時
点
で
１
・
２
回
目
接
種

完
了
者
６
５
４
５
人
。

　３
〜
５
回
目
接
種
完
了
者
は

そ
れ
ぞ
れ
５
４
０
６
人
、
３
３

８
５
人
、
７
６
１
人
と
な
っ
て

い
る
。

問
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
状
況
と
促
進
の
た

め
の
対
応
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
は
。

答
　
町
長

　11
月
28
日
時
点
で

１
３
５
５
人
が
接
種
。

　接
種
促
進
お
よ
び
接
種
機
会

拡
充
の
た
め
、
予
約
枠
の
拡
大
、

﹁
大
和
町
ひ
だ
ま
り
の
丘
﹂
の

集
団
接
種
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
公
式
ラ
イ
ン
な
ど
で

接
種
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。

　感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
手

指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
適
切
な

着
用
、
換
気
な
ど
基
本
的
な
対

策
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

問
　
県
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
接
種
な
ど

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

　県
は
医

療
逼
迫
宣
言
を
出
し
、
年
末
年

始
の
人
と
の
接
触
機
会
の
警
戒
、

手
指
消
毒
、
換
気
の
徹
底
な
ど

を
訴
え
て
い
る
。
今
後
も
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
。

問
　
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
﹂
を
希
望
す
る
人
に
配

布
で
き
な
い
か
。

答
　
町
長

　抗
原
検
査
キ
ッ
ト

は
県
が
開
設
し
て
い
る
陽
性
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
申
し

込
み
に
よ
り
、
１
〜
２
日
程
度

で
配
布
さ
れ
る
。

問
　
高
齢
者
の
方
へ
補
助
の
拡

充
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

　一
部
負

担
金
が
発
生
す
る
。
他
の
市
町

村
の
動
向
を
見
定
め
な
が
ら
検

討
す
る
。

　無
症
状
の
方
は
、
引
き
続
き

県
が
設
置
し
て
い
る
無
料
検
査

事
業
所
を
利
用
で
き
る
の
で
配

布
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
補
助
の
拡
充
を
。

答
　
町
長

　18
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど

を
対
象
に
、
重
症
化
予
防
を
目

的
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

コロナ感染拡大防止対策を！

基本的な対策を呼びかける（町長）

和賀　直義
わ が なお よし

議
員

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

ひ
っ
ぱ
く
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臨
時
会

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分

　類

専決処分の報告について
第６回
臨時会

報告第16号

議案第66号 一般会計補正予算（第８号） 
76億4006万円（1億1082万円↑）

報告のみ

第６回　臨時会
11月２日

　一般会計補正予算は、価格高騰対策による給付金・補助金の支給、災害復旧工事、７

月豪雨による急傾斜地の自然災害防止対策事業など１億1081万5000円を追加、歳入歳

出それぞれ76億4005万8000円となった。そのほか、専決処分の報告を受けた。

価格高騰対策価格高騰対策

問

　物
産
館
の
災
害
復
旧
工
事

の
内
容
は
。

答

　１
・
２
階
の
壁
と
天
井
部

分
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
電
気
設
備

な
ど
の
復
旧
。
２
階
部
分
は
年

度
内
に
工
事
完
了
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

問

　木
ノ
崎
地
区
の
土
砂
崩
れ

箇
所
の
調
査
測
量
設
計
業
務
だ

が
、
隣
接
し
て
い
る
裏
山
に
対

し
て
も
対
策
を
考
え
る
べ
き
で

は
。

答

　崩
落
し
か
け
て
い
る
部
分

も
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
も
今

回
併
せ
て
調
査
す
る
予
定
。

問

　ほ
か
の
地
域
で
も
こ
う
い

う
状
況
が
あ
っ
た
場
合
に
は
対

応
す
る
の
か
。

答

　今
後
、
も
し
同
様
な
こ
と

が
起
き
た
場
合
は
、
そ
の
地
が

県
の
急
傾
斜
地
の
指
定
に
な
っ

て
い
て
、
県
で
で
き
な
い
と
な

れ
ば
町
で
対
応
す
る
。

▲調査の始まる被災箇所（木ノ崎）

-○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○可

事　業　名

一般会計補正予算（議案第66号）

【報告第16号】専決処分の報告
　町営住宅希望の丘団地外壁等塗装改修工事の工法、材料の変更により300万5000円減額の報告を受けた。

内　　　　容

価格高騰緊急支援給付金 住民税非課税世帯などに対し、１世帯５万円を給付するもの。

原油高騰対策

運輸事業者等支援補助金

農業資材等高騰対策補助金

運送業、バス事業、運転代行業に対し１台につき、軽自動車
3,000円、小型自動車5,000円、それ以外の自動車１万円。１
事業者上限20万円。

10アール当たり、水稲3,000円、大豆1,500円、牧草220円、
野菜5,500円。
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11 /2 黒川地方市町村議会議員研修会

　町村議会議員として11年以上在職し功労のあっ

た者として、若生寛副議長、石川壽和議員が自治功

労者表彰を受け、その後研修を受けました。

11/14 宮城黒川地方町村議会表彰式並びに議員研修会

講 演

講 師

「議会の中に住民がいる・住民の中に議会がある」
　〜終わりなき議会改革へ共に前に進みましょう〜

岩﨑　弘宜 氏

　黒川地方（大郷町・富谷市・大和町・大衡村）の

議会議員が、東日本大震災からの復興を遂げた企業

から、実体験を含めた研修を受けました。

講 演

講 師

「㈱木の屋石巻水産における
　　　　震災からの復旧と復興について」

㈱木の屋ホールディングス
　代表取締役副社長　　　　木村　隆之 氏

場 所 宮城県自治会館

　議会広報の改善点や課題を点検、確認することで、

議会広報の基本と編集方法を学び、町民に分かりや

すく見やすい編集活動に努め、今後に生かせるよう

研修を受けました。

講 演

講 師

「住民に読まれ、伝わり　議会の見える化へ」

議会広報サポーター　芳野　政明 氏

場 所 宮城県自治会館

場 所 宮城県自治会館

場 所 大和町

11/15 宮城県町村議会議長会議会広報研究会

　県内21町村で構成する宮城県町村議会議長会か

ら宮城県知事へ、町村振興対策に関する要望書の提

出を行いました。

　大郷町は、県道利府松山線の道路のかさ上げや、

味明川の改修などを要望しました。

11/24 宮城県知事と町村議会正副議長との意見交換会

議
員
研
修
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次回は
「協働教育推進の
　　 　　　  状況について」
　　　　　　　　　を調査します。

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

24・25
10

24～26
10

１．移住政策として移住促進委員会を立ち上げ、

企業とも連携し定住促進に努められたい。

２．ふるさと納税者と対話ができる環境を整備

されたい。

３．移住・定住促進に対して若い職員の意見を

吸い上げ施策に取り入れられたい。

４．地域おこし協力隊は、移住・定住にも大き

な力となり得ることから、隊員募集を積極的

に取り組まれたい。

５．地域おこし協力隊は役場で起用し、町に馴

染み、町の魅力を町外に発信してもらう仕組

みを検討されたい。

移住・定住の促進を

【調査の概要】

　北海道清水町役場にて、また上士幌町にて、

過疎対策について視察・研修し調査を行った。

　清水町では住宅建設に係る相談部会と移住

してくる人の、仕事の相談部会、移住者のコ

ミュニティ部会があり町単独ではなく、大手

企業と連携して相談にあたっていた。

　上士幌町では、町の職員が大都市圏に出向

し「ふるさと納税大感謝祭」を開催し交流を

図り定住促進に努めている。

　両町とも生活体験住宅を整備している。

【意見】

１．少人数のメリットを生かした教育、「探求

型授業」を軸とした「対話」のある授業の実

践、児童生徒の交流による思いやりの人間形

成、地域との関わりによるふるさとを誇りに

思う精神の醸成、秋田大学留学生との英語合

宿、１人が一つの楽器をこなす全校生徒によ

る吹奏楽活動など継続した結果が学力日本一

につながっていると考える。本町も学力の底

上げに努められたい。

２．交流館「はちパル」は入館者数が大きく目

標をクリアし、元気あふれるまちづくりを推

進している。開発センターに図書室、交流ゾ

ーンがあるが、様々なイベントを行い、交流

人口の増加・拠点となるよう図るべきである。

【意見】

▲先進地で視察研修（上士幌町）

学力向上を！

【調査の概要】

　秋田県東成瀬中学校の「共に学び合う教

育」、井川町では小学校と中学校を統合し、

９年間の義務教育を一貫して行う「井川義務

教育学校」、八郎潟町の図書館、子育て、交

流などの各ゾーンを有する「えきまえ交流館

はちパル」を訪問し、調査した。

▲東成瀬中学校での研修風景

次回は
「持続的発展計画の
　　 　　　  進捗について」
　　　　　　　　　を調査します。
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委
員
会

▲事故の未然防止の推進を（海老沢ため池）▲空き家対策セミナー（文化会館） 

倒壊危険住宅対策を ため池の事故防止策を

　倒壊危険住宅の多くは、居住する人がい
なくなり、空き家となったことにより住宅
の劣化が進んだために起きるものと思われ
ます。そのため、空き家とならないための
取り組みが重要であります。大郷町全体の
空き家に対する見識を上げるため、10月
１日には㈱ジチタイアドと空き家等解消に
向けた協定を締結、11月12日には大郷町
初の空き家対策セミナーを実施し、約50
名の出席がありました。さらに現在は、各
行政区長の協力を得て、空き家の台帳整備
を行っているところです。今後は台帳整備
が完了した後、所有者への指導などを行っ
ていきます。 まちづくり政策課

その後の対応と今後の計画

　町管理のため池のうち、道路に面し
たため池には立ち入り禁止の注意看板
を設置しております。
　また、令和４年11月までに「海老
沢ため池」、「海老沢南ため池」、「南沢
ため池」の３カ所でフェンス設置工事
を実施しております。
　今後においても、必要に応じて同様
の対策を講じる予定となっております。

地域整備課

その後の対応と今後の計画

その後どうなった… 第85回第85回第85回第85回

これまでの意見・提言など

　倒壊危険住宅については、所有者などに活

用できる補助金の案内や相談を実施してきた。

今後も相談や倒壊危険住宅の危険性、所有責

任について指導していく。

（議会広報207号追跡リポートより）

まちづくり政策課

これまでの意見・提言など

・平成26年３月定例会一般質問より

・平成30年９月各種会計決算審査意見書より

・令和４年６月定例会追跡リポートより

　子どもたちが危険な場所に近づかない

よう、学校や地域の方々と連携を図り、

今後もフェンスや看板を設置し、未然防

止に努める。 （令和４年６月定例会）

地域整備課

・県内のため池で、子どもの死亡事故が

あったことを受け、今後どのような事故

防止策を講じるのか。

（令和４年６月定例会一般質問より）
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大郷町議会議長

石　川　良　彦
よし ひこかわいし

飛
躍
発
展
す
る
年
に
・
・
・

※定例会の会期は都合により変更になることがあります。  
※土曜日、日曜日及び休日は休会となります。  

令和５年　第１回定例会

令和５年　第２回定例会

令和５年　第３回定例会

令和５年　第４回定例会

令和６年　第１回定例会

定　例　会 期　　　間 会期日数

定例会年間予定表

本年もよろしくお願い申し上げます

令和５年３月２日（木）～16日（木）

令和５年６月６日（火）～９日（金）

令和５年９月13日（水）～29日（金）

令和５年12月１日（金）～６日（水）

令和６年３月４日（月）～19日（火）

１５日

４日

１７日

６日

１６日

　謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
素
、
町
民
皆
様
に
は
、
町
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に

あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
、
急
激
な
物
価
高
騰
、
頻

発
す
る
自
然
災
害
対
策
な
ど
、
行
政
課
題
が
多
様
化
し
、

議
会
の
役
割
も
格
段
と
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
議
会
改
革
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
相
当
な

調
査
研
究
と
議
論
を
重
ね
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

責
務
を
明
確
化
し
た
﹁
大
郷
町
議
会
基
本
条
例
﹂
の
制
定
。

﹁
議
員
定
数
２
名
削
減
﹂
を
可
決
し
ま
し
た
。

　今
後
と
も
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
べ
く
﹁
信

頼
さ
れ
る
議
会
﹂
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
は
﹁
卯
年
﹂
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
早
期
収
束
し
、

災
害
の
な
い
お
だ
や
か
な
年
と
な
り
、
飛
躍
発
展
す
る
こ

と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

　結
び
に
、
町
民
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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議会の主な動き（10/1～12/31）

月　日

10/6

10/7

10/13〜14

10/14

10/17

10/18

10/24〜25

10/24〜26

10/31

11/1

11/2

11/9〜10

11/10

用　　　　　務

広報広聴常任委員会

黒川地方市町村議会連絡協議会役員会［大和町］

宮城黒川地方町村議会議長会正副議長・
事務局長合同視察研修会［山形県朝日町・東根市］

広報広聴常任委員会

宮城黒川地方町村議会議長会定例会議［大和町］

黒川地方市町村議会連絡協議会実行委員会［大和町］

教育民生常任委員会視察研修［秋田県東成瀬村・井川町・八郎潟町］

総務産業常任委員会［北海道清水町・上士幌町］

後期高齢者医療広域連合議会［仙台市］

議員全員協議会

第６回臨時会

黒川地方市町村議会議員研修会［大和町］

全国町村議会議長会主催町村議会議長全国大会［東京都］

宮城黒川地方町村議会議長会定例会議［仙台市］

月　日

11/14

11/15

11/17

11/18

11/21

11/24

11/29

12/1〜6

12/1

12/9

12/22

用　　　　　務

宮城黒川地方町村議会議長会表彰式・議員研修会［仙台市］

宮城県町村議会議長会議会広報研究会［仙台市］

議会運営委員会

宮城県町村議会議長会正副会長監事合同会議［仙台市］

議員全員協議会

黒川地方市町村議会連絡協議会役員会［大和町］

議会運営委員会・広報広聴常任委員会

県知事と町村議会正副議長との意見交換会［仙台市］

宮城県町村議会議長会議［仙台市］

黒川地域行政事務組合議会臨時会［大和町］

第４回定例会

総務産業常任委員会

広報広聴常任委員会

広報広聴常任委員会（新成人との座談会）

広報広聴常任委員会

開かれた議会の取り組み開かれた議会の取り組み

　議
会
で
は
、
定
例
会
や
臨
時

会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
載
す

る
な
ど
、
議
会
の
動
き
が
見
え

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　議
会
で
は
令
和
４
年
６
月
定
例
会
で
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

　町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン

テ
ン
ツ
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

① 
会
議
録
の
掲
載

 

過
去
に
行
わ
れ
た
本
会

議
の
会
議
録
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
探
し
た
い
会
議

録
も
こ
こ
で
見
つ
か
り
ま

す
。

② 

議
会
中
継

 

本
会
議
の
様
子
を
生
中

継
お
よ
び
録
画
に
よ
り
配

信
し
て
い
ま
す
。

 

傍
聴
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
も
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

議
会
の
「
今
」
が
わ
か
る
！

　
　
　見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

3月2日㈭から

3月16日㈭まで

午前10時～

ライブ中継と録画を動画サイ
ト「YouTube（ユーチュー
ブ）」にて、配信しています。
下記のQRコードよりご覧に
なれます。

次回
定例会

▲ぜひご覧ください
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　信
じ
ら
れ
な
い
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
度
重
な

る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
選
挙
運
動

中
の
元
総
理
襲
撃
事
件
、
気
候

変
動
か
ら
の
自
然
災
害
、
お
さ

ま
り
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
、
そ
し
て
物
価
高
と
冬
の

よ
う
な
昨
年
で
し
た
。
厳
し
い

寒
さ
が
続
く
中
、
新
た
な
年
が

明
け
ま
し
た
。
節
分
、
立
春
と
、

春
も
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

　兎
に
ま
つ
わ
る
こ
と
わ
ざ
に

﹁
兎
の
登
り
坂
﹂
が
あ
り
ま
す
。

坂
を
登
る
こ
と
が
得
意
な
兎
に

ち
な
み
、
実
力
を
発
揮
す
る
こ

と
、
物
事
が
う
ま
く
進
む
こ
と

の
意
味
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　コ
ロ
ナ
対
策
、
子
ど
も
政
策

な
ど
、
課
題
山
積
だ
が
、
希
望

の
年
、
明
る
い
う
さ
ぎ
年
と
な

る
よ
う
願
う
日
々
で
す
。

和
賀

　直
義

編
集
後
記

令和５年２月１日

P.２ 特集　新成人との座談会
P.４ 小学６年生　議会を見学
P.10 一般質問
P.18 第６回臨時会
P.21 追跡リポート裏表紙にインタビュー記事があります

（和太鼓　幸）

和 太 鼓  「 幸 」和 太 鼓  「 幸 」和 太 鼓  「 幸 」
さ きさ き

響け！心へ！

広報広聴常任委員会

委　員　長　 佐藤　　牧

副委員長　 吉田　耕大

委　　員　 石垣　正博

委　　員　 熱海　文義

委　　員　 和賀　直義

委　　員　 若生　　寛

　
　

 

指
導
者　高

橋

　幸
也 

さ
ん

（
中
村
・
東
光
寺
住
職
）

チ
ー
ム
の
紹
介

　10
年
前
に
夫
婦
で
始
め
た
和
太
鼓

の
チ
ー
ム
で
す
。
最
初
は
練
習
場
所

も
定
ま
ら
ず
大
変
で
し
た
。

　現
在
は
、
町
の
文
化
会
館
に
お
世

話
に
な
り
、
週
１
回
練
習
し
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
７
名
︵
町
内
６
名
・

町
外
１
名
︶。

　一
緒
に
練
習
す
る
仲
間
も
増
え
、

和
太
鼓
﹁
幸
﹂
を
結
成
。

　町
内
に
お
い
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

た
か
は
し

や

ゆ
き

さき

和
太
鼓
で
好
き
な
こ
と
は
？

　新
し
い
リ
ズ
ム
を
体
得
し
た
と

き
。ま
た
、
ス
ト
レ
ス
発
散
が
で
き

て
気
持
ち
が
い
い
で
す
。︵
小
学
５

年
生
高
橋
伶
幸
く
ん
︶

音
を
あ
わ
せ
る
楽
し
さ

　太
鼓
教
室
で
は
な
く
、
和
太
鼓

を
通
し
て
一
つ
の
こ
と
に
打
ち
込

む
姿
勢
や
み
ん
な
で
音
を
あ
わ
せ

る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
と

一
緒
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

の
び
の
び
と
練
習

　文
化
会
館
は
練
習
す
る
場
と
し
て
、

最
高
で
す
。
気
持
ち
よ
く
の
び
の
び
と

練
習
が
で
き
て
と
て
も
あ
り
が
た
い
で

す
。

今
後
の
活
動
は
？

　祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
訪
問

な
ど
で
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

イベントの際は

お声がけを！

り
ょ
う
こ
う

高橋  幸也 さん

ま り

高橋  真理 さん
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